
昭和56年度（問　題）

1．定常人1コにおいて’．刊1，（O‘・≦・），　‘。＝60のとき，この人口の平均年静を求めよ。

2．予定死亡率～，1，1φ〕に。≦＾のとき伽＝垢　、　。〉｛のとき牝〉φなる関係があるとき，

　〃。〉〃；　となることを証明せよ。ここに’昌＾1〉oとする。

・∫；∫：嵜・・パ川・・必・舳・・ト∫；州1一〃亨醐せよμの場合・両辺の種分銅一の給

付を表わしていると考えられるが，その給付の内容を言葉で説明せよ。

4．ある二重脱退残存表で

　　　〃ドゴ，　　”糾＝＾，　　O訓≦1

　である。ここにゴ，＾は定数とする。

　　ぺ，の値を求めよ。

5．毎年・饅でム人が保険金額1の終身保険をI契約し，定常状態に至ったときの責任準備金総額は

⊥（ト万ε，〕　となることを証明せよ。ここに保険金は死亡時即時払、保険料は連続払とし，付加保険
　’

料は考慮しないものとする。
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1、

2．

　　　　　　　　　昭和56年度（解答例）

求める平均年令をxとすると

　　ア、∫こ榊ψ

　　　　　／1仙

　　　　∫二（σ一ψ）州

　　　　　∫；（卜ψ）〃

　　　　／抄・一÷ψ・〕1一

　　　　　〔α卜÷・2〕ニ

　　　　ユα・
　　　＿　6
　　　．　1
　　　　＿α2
　　　　　2

　　　　　1
　　　＝　一α　　　　　3

一㌃，k
　　　　　　4。

　　　　ここでXを求める言十算の分母に注意すれば

　　　　ユα・
　　ε。＿2

　　　　　α

　　　　　1
　　　＝＝　．α
　　　　　2

　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1
条件によワe。＝60なので60：ταよりαヨ120

これより

　　一　　　1
　　X＝一×120　　　　　3

　　　＝40

肌〉必’を証明するには

〃1乃’〉0　を証明すればよいが

　　　　　　　　　注州

　　　　〃＝1一一　　　　　　　　　　～
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　　　　、　　勾、’
　　　1巧＝1一一　　　　　　　的

なので
　　　　　　　　　ど仲’　　　勾、。
　　　〃r巧㌧（1一一）一（1一■「）
　　　　　　　　　勾　　　勾

　　　　　　　勾、‘　勾、！

　　　　　　　6二　勾

　　　　　　　6ジa二、’一句・島、’

　　　　　　　　　∂サ・島

と変形すれば

　　　aヅ4、、一6二・勾、’〉0

を証明すればよいことになる。

ここで
　　　島舌ら：農半リゲ’Pプ屯、2

　　　a二宮勾：日十ひ1ψ6・勾、、

　　　　；∂、、引十リ1・〃田・4、、

よって
　　　6ジ名、r6二・勾、！

　　　＝（ど、：引十リ1・〃ガ島、、）・衰6．r（∂川↓口’・〃ジ66・1）・6㈹

　　　＝a州（∂二、，一麦㈹）

結局、必〉〃’を証明するには

　　　勾、r4、！〉0　を証明すればよい。

　　a’一麦　　　凹刊　　　〃刊

　　　＝（1＋リ巧、、十が巧、、劣、、、、十…）一（1＋η型、，十リ室pψノ用。1＋．’．）

　　　＝リ（ρ；、、一P凹、、）十リ2（P6。皇ρ4。用．四川P州・1）十‘．’

与えられた条件よワ。ρ’。～〉P世†舳。、・た＝1．2．3。…・・

なので

　　　叱、r屯、’〉0

即ち

　　　　　　’　　　κ＞必　　が証明された。
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ふ与式の左辺 ﾐ・μ舳1／二（〃一）・リI姜1上

今，
4　　〆一〃万（1。。リ）一・’

∫

’孔μ■十1出＝’‘P’

　　　　　　　　■

〃1〃

なので，部分積分法によって

与式の左辺一 ^二1｝l／リI宕（1孔）〕1・／二ψψ

十・1舳（／二｝・）・

十・刈11㍉・1舳小1

－P㌧㌔・（・一心・

（積分順序の交換）

　　　　　　　二与式の右辺

　つぎに、給付の内容についてであるがIこの算式は、（v）の死亡後（蠣）の生存中支

払われる連続払復帰年金の現価αルを表わしている。

4．
・2）一／1‘・タ〕μ加であるが。まず’・タ）を求帆

　　　　（7〕（、〕　亘州

必　＝1石丁
　　　　迎。

一（41f〕〆∵μg〕dl）／（〃5榊〕・・）

＿〆μ伽τ

　　　　〔T〕　　　　　｛1〕　　　　（2）
また　μエ、、＝μ叶、十μ㎡、

　　　　　＝ゴ十た　　なので

　　　、。ζ〕一θ’∬（舳

　　　　　＝θ一（j＋肌

・2〕一∫！舳・〃
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一／．青チ羊）1）・1〕1

＝」Ll　I一・イ用〕1
　ゴ十止

5．　（解　その1）

　　　定常状態においてIつぎの関係式が成ワ立つ。

　　　　　保険料総額十δX責任準備金総額＝保険金総額

　　　　　　　　一　　z
保険料総額＝工×尾×τ

　　　　　　　　一　　　　　〇
　　　　　＝工X見×e一

　　　　　　　　　　Σ］♂洲
　　保険金総額＝L×目
　　　　　　　　　　　　』o

　　　　　　　，L

　　なので，責任準備金総額をFとして，上式に代入すると

　　一　　　　　〇

LXP竈X％十δトエ

レ÷（・一瓦・ε工）

（解　その2）

定常状態における責任準備金総額をFとすれば

卜r乙・πキ・

　　　一・∫二（1一年）皿云三・

　　　　　　　　　α蠣
　　　一・／二1・一（互・1）馬争

　　　一ψ一（互・1）r瓜川

まず∫こ瓜〃を計算す飢

　　　∫二心馬1寸（・・州瓦〃

　　　　　　　　　一∫二（・州（∫二グ舳）・

一ユ45一



寸帆1∬（・・1州介

一∫二帆恥・

寸舳（’十字L’伽

一レ1…㌦

　　1　。　＿
＝一

ie・一一αo）
　　δ

　　　　　　　　　　　　　1’F＝L｛糺一（夏十δ）一（婁ド乙）｝
　　　　　　　　　　　　　δ

　　L　　。　　　　　　　　。＝了（δみ・一肱・軌一δみ・・δ瓦）

　　L

＝一
P（見十δ）瓦一夏ε，1

　　δ

　　L　　　。＝了（正一札ら）
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